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図7フィールド観測用水蒸気ラマンライダーの構成。右は阿蘇山での観測の様子。
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図8　阿蘇山中岳で観測した水蒸気の水平分布。（左）観測方向。左が噴気あり、右が噴気なし方
向。距離の目盛りは100m。（右中）水蒸気混合比。（右）後方散乱比。噴気ありの方向は10
分の観測3回の平均。噴気無し方向は10分の観測2回の平均。2007年6月4日。
400m付近の噴気中央の水蒸気混合比（比湿）が、周囲の大気に比べ6gルg程度大きいことが観測され
た。噴気の上昇速度（212m／s）とライダー観測による直径（150m）を考慮すると50kg／s程度の水蒸気フラ
ックスつまり火口からの噴気の噴出を有することが見積もられました。この値は、p1ume－rise法と呼
ばれる種々の仮定のもとに噴気の形状変化から見積もられる数値等と矛盾のない値となりましたが、
ライダー観測によってその精度が大幅に向上することが期待されます。このようなライダー観測の人
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山噴気水蒸気計測への応用はこれまで例を見ないものです。
　さらに、このライダーシステムを用いて、火山湖上の水蒸気の2次元分布を計測する実験を北海道
登別温泉・大湯沼において実施しました。2007年10月12日に行なった実験では、湖面から8mの高度の
水蒸気分布を水平方向に1分母に計測し12方向に水平スキャンしました。観測地の様子と水平スキャ
ン方向、および観測結果の水蒸気分布を図9に示しました（Nakamuraeta1．，2008a）。湖面温度を赤外カメ
ラでも撮影しましたが、湖面の西側の噴気の噴出部近くが温度が高温になっており、ライダー観測で
も湖面の西側の水蒸気が多いことが示されました（北東の大きな値は山の斜面による反射である）。詳
細な湖面水蒸気の蒸発モデルとの比較検証はまだこれからですが、水蒸気の2次元分布を初めて示した
ことは極めて有意義な結果であると言えるでしょう。
1－4
．㎜』舳．棚デー，
図9北海道登別温泉・大湯沼で観測した水蒸気の水平分布。（左）観測地のようす。左が高温部。（中）
ライダーの観測地点と観測方向。1分母に12方向にスキャン。（右）観測された水蒸気混合比の2次
元分布。2007年10月12目のデータ。
7．まとめ
　　以上、大気力学の重要な物理量である大気温度と水蒸気量のリモートセンシングにラマンライダ
ーを応用したシステムとその応用例を紹介しました。近年は性能のよい光学フィルターが入手容易に
なったため実用的な回転ラマンライダー、水蒸気ラマンライダーの開発が可能になり応用範囲が広が
りました。今後我々が開発した小型のライダーシステムを用いてフィールドに飛び出し、レーザービ
ームを振り回して種々の現象の計測を行ないたいと思っています。
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